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研究成果の概要（和文）：本研究は日本における在来産業と小規模家族経営の構造と論理を歴史
地理学の視点から解明することを目的とした。事例１として入間織物業地域におけるレース産
業の展開に着目し、地域の産業構造と家族の変化が相互に関連しあっていることを明らかにし
た。事例２として山梨県甲州市勝沼の葡萄栽培と葡萄酒醸造業に着目し、在来産業から近代産
業への移行過程を明らかにした。両事例とも、新たな一次史料の発見を伴い、その整理・公表
も本研究の成果の 1 つとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this article is to clarity the structure and logic of the 
conventional industry and the management by the small family in a frame of historical 
geography. The first case study was the lace industry in the Iruma textile production area. 
In conclusion, this paper analyzed the correlation between the industry in the area and the 
change of family. The second case study was the vine culture and the wine in Katsunuma 
village Koushu city Yamanashi prefecture. In conclusion, this paper analyzed the process to 
change over from conventional industry to modern industry. The two case were similar in 
result that had the discovery of sources, and the open the sources was a important result, 
too. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）在来産業と家族の地域史からの発展 
 筆者はこれまで、日本の伝統的織物地域で
ある結城紬生産地域を事例として、家族内分
業の実態を把握し、小規模家族経営の構造と
論理を解明してきた(湯澤 2009)。従来は工業
地理学における地場産業研究として注目さ
れることが多かった当該地域を、地域に暮ら
す人々と家族のライフヒストリーから再検
討する試みは、日本経済、あるいは地域社会
における家族のあり方や役割、その時代的特
徴を問い直す作業につながった。それは千葉
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県銚子市における漁村の調査においても共
通した成果が得られた(湯澤 2008)。これらの
研究を通して、日本における小規模家族経営
の構造と論理は、日本の在来産業の構造的な
特徴にもつながっていることが示唆された。 
（２）日本経済の基層構造としての小規模家
族経営の再評価 
 筆者は上記のような研究過程において、複
合的生業構造を特徴とする小規模家族経営
が、日本の近代化、およびその後の経済発展
を根底で支え、日本の経済構造の基層として
重要な役割を果たしてきたと考えた。その理
由は以下の 2 点である。 
第一に、高度経済成長期を経てサラリーマ
ン世帯が急増する以前の日本社会において、
職住が一致し、その暮らしが家族労働力によ
って支えられている場合が多かったことが
挙げられる。例えば農家、漁家、小規模な商
家や工場などがこれに該当し、そこでは家族
構成員が総出で働く姿が一般的であった。 
第二に、日本では多様な複合経営が展開し
てきたことが挙げられる。例えば農家といっ
てもその内実には土地に依拠した農業生産
に加えて、商業、加工業、諸稼ぎを含めた多
様で複合的な経営が見出される。各地域に展
開した家族経営に内包される様々な就業が
後に、資本主義を本質とした近代化とは異な
る側面から日本の経済発展を支えたという
解釈は、在来的経済発展論という枠組みの中
で議論されている(中村 1976、谷本 1998)。 
（３）在来的経済発展論の成果と課題 
 在来的経済発展論は、これまでの経済史に
おいて主軸であった単線的な経済発展論に
対して複線的な経済発展論を提唱すること
で、新たな歴史的解釈を可能にした点で重要
である。しかし、その分析の中心は明治・大
正期における近代化であり、研究対象は主に
第二次産業、とりわけ織物業に重点が置かれ
ている点で、なお見落としてきた部分がある
と言わざるを得ない。 
 具体的に言えば、次の 3 点が課題として残
されている。第一の課題は、明治・大正期の
近代化において重要と指摘された在来産業
と近代産業の相互補完関係はその後、どの時
期まで継続したのかを現代に至るまでの通
時的分析によって明らかにすることである。
筆者は特に、第二次世界大戦後の高度経済成
長期における経済構造の変化を分析の射程
に入れることが重要であると考えている。第
二の課題は、第二次産業だけでなく、第一次、
第三次産業をも含めた在来産業と近代産業
の関係史の構築を目指すことである。地域資
源の多様な活用を背景として発達した日本
の諸産業の展開を理解するためには、産業間
の相互関係にも言及する必要がある。これを
第三の課題とし、地域ごとに異なる経済発展
構造を解明する。日本の中での地域比較研究
を進め、その共通点と相違点の抽出を試みる
ことで、日本経済の基層構造を相対的視野か
ら解明することが可能となる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、在来産業と近代産業の展開と構
造を視野に入れて、日本における在来産業と
小規模家族経営の構造と論理を歴史地理学
の視点から解明することを目的とする。日本
の近代化を支えた在来産業と近代産業の相
互補完関係については在来的経済発展論と
して提示されている。その視点をふまえて本
研究では日本の産業において小規模家族経
営や家族従業者が果たしてきた役割の重要
性を指摘してきた。本研究ではこれを在来的
経済発展を支えた経済構造、すなわち「在来
的経済構造」の具体的解明の一歩と位置づけ、
さらなる地域実証研究の蓄積によって、近世
から現代まで、特に高度経済成長期の変化を
含めた通時的分析によって再検討し、在来的
経済構造の特徴とその変化過程を検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）研究方法 
上記本研究の問題意識を具体的な４つの
課題として提示する。まず課題１として各種
統計によって産業構造の全体像を把握し、事
例研究を相対化する枠組みを構築する。課題
２から課題３はこれまで調査を進めてきた
結城紬生産地域との比較研究として位置づ
ける。課題２ではレース・刺繍産地の特徴と
歴史的展開を比較する。在来的経済発展論の
事例となった入間織物業地域のその後の展
開を視野に入れて分析し、さらに地理的条件
の異なる越後織物業地域との比較を試みる。
課題３では第一次～第三次産業をも含めた
在来的経済発展論の検討を進めるため、山梨
県旧勝沼町における果樹栽培とワイン醸造
業の調査を進める。以上の実証研究が蓄積さ
れたうえで、課題４として事例地域の比較検
討を行い、在来的経済構造の意義とその転換
点を解明する。 
（２）史料と分析 
 まず、課題１に関しては明治初年の産業構
造を「府県物産表」等から検討し、日本の産
業における家内工業率の高さを指摘した古
島(1962)、産業資本確立期の工業分布を「工
場統計表」から明らかにした江波戸(1964)、
近代産業と在来産業の構造変化を示した関
(1997)の成果を総括し、その後の展開として
新たに「工業統計」を用いて現代に至る通時
的把握を試みる。 
 課題２に関しては、①入間織物の織元であ
った平山仙太郎が昭和 4年に設立した「平仙
レース工場」に着目して調査研究する。当該
工場の経営史料等については未だ明らかに
なっていないため、史料の有無を確認するこ
とから始め、関連資料の収集に努める。予備
調査により所在が明らかになった社内報『む
つみ』(昭和 25 年～昭和 43 年：全 16巻)の
分析を進めると共に、元従業員への聞き取り
調査を実施する。さらに②として越後織物地
域におけるバテンレース工業の展開と構造
について調査する。昭和初期における日本の
レース製造は「主として家庭に於ける婦女子
の副業で、欧米の如く一大機械工場と化した
それに比して全く同日の談ではない」状況で
あった。現在の新潟県高田市周辺は横浜から
の技術移転によって明治後期にはレース工
業が成立した地域の一つであった。この地域
を対象とし、織物業地域における後継工業と
しての位置づけを検討すること、①と比較し
て機械生産と手工業生産の展開を比較する
ことができる。 
 課題３に関しては 2008年～2009 年の 2 年
間にわたる予備調査で発見した大日本山梨
葡萄酒会社および宮光園の史料群を用いて
それらを分析する。未整理史料の目録作成、
閲覧、撮影を実施し、分析を進める。 
 課題４に関しては、以上の研究の進捗状況
に鑑み、研究成果を総括する。 
 
４．研究成果 
（１）入間織物業地域における平仙レース工
場の展開と構造 
埼玉県入間地域は、幕末から明治・大正期
にかけて全国でも有数の綿織物生産地域へ
と成長した地域の一つである。この入間織物
生産地域における有力な機業家であった平
岡仙太郎家は大正末期にレース工業に着目
し、入間市仏子に平仙レース工場を設立した。
平仙レース工場はとりわけ第二次世界大戦
後、その生産量では日本有数の工場となり(表
1)、昭和 35(1960)年以降は事業の拡大に伴っ
て、より周辺の農山村にも分工場を設立し、
昭和 60(1985)年まで操業を続けた。 
当該地域の少なからざる人々は、平仙レース
工場およびその分工場が立地したことによ
り、農山村生活から工場生活、企業生活への
変化を経験した(表 2)。 
本節では、このような都市近郊農山村にお
ける人々の暮らしと地域の変化を、住民の経
験や就業履歴に対する聞き取り調査、当時の
記録としての社内報『むつみ』を通して明ら
かにすることを目的とした。その結果は以下
のようにまとめられる。 
入間織物生産地域およびその近隣･周辺地
域において、平仙レース工場そのものは住民
たちの高度経済成長期の経験と深く結びつ
いていた。その経験とはすなわち、第一に機
械を扱う工場勤務という経験である。これは
近隣農山村から入社した女子従業員にとっ
ても、分工場が立地した周辺農山村の人々に
とっても共通する経験であった。第二にあげ
られるのは、寮生活を通して得た、新しい価
値観の経験、新しいモノの経験である。農山
村の暮らしとは全く異なる寮生活の中で、教
養講座などを通じて新しい時代を実感した
経験や、ミシンや水洗トイレ、レースとウェ
ディング･ドレスに触れた経験は、中学を卒
業後にレース工場に勤 
め始めた女子従業員の当時の記録や聞き取
り調査の中でとりわけ鮮明であった。第三に
あげられるのは、農林業から製造業への転換
という経験である。これは特に、分工場が立
地した周辺農山村に暮らす人々が経験した
ものであり、彼らの就業履歴は衰退する林業
とそれを代替する製造業の登場という地域
の産業構造の変化と密接に関わっていた。 
 本稿ではさらに、それらの経験の意味と地
域の変化を地域の人々の視点からを検討す
るため、分工場が立地した名栗村に焦点をあ
てて、聞き取り調査によって住民の就業履歴
を検討した(図 1)。 
 
事例とした各氏はいずれもその就業履歴
の中で平仙レース工場と関わり、林業、農業、
養蚕業からレース製造業へという地域全体
の産業転換を具体的な就業の変化として経
験した点で共通していた。しかし、彼らの経
験を子細にみると、人々にとっての変化の諸
相はそれほど単純ではなかった。農林業から
工場勤務へと変化したことで、就業形態、賃
金、生活サイクル、求められる技術が明確に
変化した一方で、仕事に対する姿勢や意識、
技術向上の努力などは異業種への転換の中
にありながらも連続的に持ち続けられてお
り、その連続性によって平仙レース工場が支
えられていた。つまり、従来の地域や暮らし
が新しい地域や暮らしへと変化する過程は、
断絶性と連続性の両側面を含みつつ、その両
者が相互に影響し合いながら進行するもの
であった。 
 以上の内容を「都市近郊農山村における高
度経済成長期という経験-住民の就業履歴お
よび平仙レース社内報『むつみ』の分析を通
して」国立歴史民俗博物館研究報告 171、2011、
pp.43-64 として発表した。 
 
（２）明治前期における山梨県甲州市勝沼の
葡萄栽培と葡萄酒醸造業の展開と構造 
本節では、山梨県八代郡祝村に設立された
葡萄酒会社を事例として、明治前期の日本に
おける新しい産業の導入過程とそれを支え
た担い手の特徴を地域社会との関わりから
明らかにすることである。 
日本における葡萄酒醸造業は明治前期の
揺籃期を経た後、発展期を迎えた。その中で
最も早く葡萄酒醸造業が試みられたのは山
梨県であった。山梨県は大正期には日本有数
の葡萄酒醸造業地域となった(図 2、表 3)。 
このような動向の前史として特に葡萄酒
醸造業の揺籃期に着目すると、県内では県の
勧業政策だけでなく、祝村における葡萄酒会
社設立という 2 つの動向がみられた。 
対象とする祝村で新たな事業が複数試み
られた背景には、養蚕･製糸や葡萄栽培等、
商品生産に傾倒する同村の農業構造が関係
していた(表 4)。 
祝村葡萄酒会社の担い手は発起人、株主、
醸造技術者、葡萄栽培者であった。発起人、
株主、醸造技術者、葡萄栽培者は重複してお
り、一人の主体が複数の役割を担っていた。
これは、彼らが投資家としてだけでなく、農
業や醸造の技術普及者、村政を担う地域的主
体として葡萄酒醸造業に関与したことを意
味している(表 5)。 
明治 12(1879)年に初めて醸造が開始され
てから明治 17(1884)年に至る経営動向を見
ると、醸造石数、葡萄酒販売額は減少してい
るものの、純利益は増加した。その後、約 2
年間の株主総会の議論と準備を経て、同社は
明治 19(1886)年に解散した。 
既往の研究では同社の設立と解散に至る
経緯は、第 1に醸造技術、販売方法、市場開
拓の未熟さ、第 2に発起人や株主たちの極め
て営利的な投資活動が松方デフレを背景に
動揺したことが経営の失敗を招く結果とな
ったと解釈されてきた。 
しかし、筆者はこれまでの分析の結果、地
域における次なる本格的な葡萄酒醸造業の
発展を準備した基盤として再評価できると
考える。葡萄酒醸造業という新たな事業の可
能性と共に当該期における限界性が示され
たことは、産業導入の揺籃期において、次の
世代につながる新事業･新技術導入のきっか
けとしての歴史的意義を有していたという
ことができる。 
 以上の内容を「山梨県八代郡祝村における
葡萄酒会社の設立と展開-明治前期の産業と
担い手に関する一考察-」としてまとめ、2013
年 5 月現在、『歴史地理学』に投稿し、査読
結果を受けて若干の修正を行っている。 
（３）総括にかえて 
本研究は在来産業と近代産業の展開と構造
を視野に入れて、日本における在来産業と小
規模家族経営の構造と論理を歴史地理学の
視点から解明することを目的とした。事例１
として入間織物業地域におけるレース産業
の展開に着目し、地域の産業構造と家族の変
化が相互に関連しあっていることを明らか
にした。事例２として山梨県甲州市勝沼の葡
萄栽培と葡萄酒醸造業に着目し、在来産業か
ら近代産業への移行過程を明らかにした。両
事例とも、新たな一次史料の発見を伴い、そ
の整理・公表も本研究の成果の一つとなった。 
 産業構造全体の変化を明らかにするため
の作業はデータ収集にとどまり、事例を相対
化するための枠組みを提示するまでには至
らなかった。これを今後の課題として、引き
続き調査研究を進めたい。 
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